
どあいさつ

認定NPO法人セカンドハーベスト京都(2HK)は, ｢食品ロス削減とフードセーフティネットを

両立させる社会インフラのひとつになること｣をめざし､ 2015年12月に団体を設立し, 8年目

となりました｡

この度は､事業年度の変更に伴い4ケ月間のご報告となります｡ご支援ご協力いただきました皆

さまには心より感謝申し上げます｡

現在､ロシアのウクライナ侵攻からはじまる物価高騰の影響により生活にお困りの方々は増加の

傾向にあります｡私どものフードバンク活動では､食によるセーフティーネットで誰でもどのよ

うな情況でも｢食べること｣に困ることのない仕組みを京都府内

に創って参りたいと願っております｡京都府内の食のセーフティ

ネット構想はまだ､スタートラインに着いたばかりですので､引

き続き府民の皆様､府内企業の皆様のお力添えをお願い申し上げ

ます｡

EE馴PO-セカンドハーベスト京都

理事長　薄　田　政　明
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無嘉男セカンドハーベスト京都



膚実施実績<全体>

蔓市民20%止野8
且企業80%　帥企業機関

i膚7若べ)
(フードドライブ除く)

母子生活支援施設などの福祉施設や生活に困窮きれた方々を支援する団体やこども食堂などへ提供｡

37団体･延べ1 0′049名の方々に提供しました

行政や社会福祉協議会などから､生活に困窮きれた方々のために個別に要望を受け提供｡

85件･延べ1 80名の方々に提供しました

支援機関の声

所持金や食料が尽き､途方に暮れて相談に来られる方 

に村し､これまでは直接食料を提供する仕組みがありま 

せんでしたが､｢食のセ-フティ-ネット｣を利用すること 

で､速やかに食品を濃供できるようになリ､当方も安心 

感がありま1.食品をお届けした方にもr助かりました]と 

感謝いただいていま1.【保健所】 

実際に利用させていただき､r食料品を届ける｣という行 

動を通して支援対象者との信頼関係の構集に繋がった 

と思いま一九また生活福祉資金貸付事業は手続きに時間 

がかかるため､r今食べるものもない｣といった相談の際､ 

とても心強いで1.公的制度のr隙間｣を埋める有効な事 

業だと思います,【社食福祉協議会】 

当団体が支援している母子家庭は､困窮状憩での出産､急な離婚､病気による失業など､すぐに解決.快方に向かう 

のが難しい状況の方が多く､そうしたなかでの食料支援は､文字通り命をつなぐものだと患いま1.また定期的に訪 

間することでrひとりではない｣と思ってもらえるようで1.【青少年支援施故】 



低所得の子育て世帯へ夏休みなどの長期休暇､年3回食品を宅配で送ります｡

1′51 7件･延べ5.962名の方々に提供しました

利用者の声

子供は食事制限なく普通に食べさせ親の私は2日間に 

一度程○本当に沢山の食糧ありがとうございましたo 

感謝してもしきれない程ですoありがとうございま1. 

【50歳女性(母子家庭.3人世帯)】 

たくさんの食品等のご支援をしていただきありがとうござ 

いま一九物価は高騰し､税金は引かれ､長引くコロナ禍で 

どのような世の中になるのか不安はあるのですが､子供 

連のためにできる限り頑張リま一九 

【25歳女性(ふたリ親.5人世帯)】 

食費が高くなリ買い控える傾向があるため､心理的にも費用面でもとても有リ難く感じていま1.コロナ後､子供達が 

不登校であリ､給食に頼れない状況で､食費がかさむ一方ですo支援していただきとても嬉しいで一九本当にあリが 

とうございますo【52歳女性(母子家庭.5人世帯)】 

コロナ禍や物価高騰で経済的に生活が苦しい方々へ直接お渡ししています｡

327世帯･延べ747名の方々に提供しました

市内の小中高校･大学などに講師を派遣し､食品ロス削減のための出前授業を行っています｡

1月に4コマ実施しました【洛南高等学校附属小学校碑生3コマ/京都府立大学生命環境学部2回生1コマ】
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(法第28条第1項関係)

2022年度　活動計算書
2022年12月1日から2023年3月31日まで

認定Npo捷人セカンドハーベスト京都
(単位:円) 

科目 仞�ｧ｢�

Ⅰ経常収益 1.受取会費 正会員受取会費 2.受取寄付金 受取寄付金 3.受取助成金等 受取助成金 4.その他収益 雑収入(事業) ��9,000 2,104,808 4,922,902 33,225 途ﾃ���ﾃS�b��"ﾃ�c�ﾃCc��

雑収入 経常収益計 Ⅱ経常費用 1.事業費 (日人件費 給料手当(事業) 冤l,581 

1,469,730 ���ﾃ#S2ﾃ�3���繝�rﾃS3��

通勤費(事業) �#s�ﾃ田R�

法定福利費(事業) 人件費計 (2)その他経費 食品購入費(事業) ��crﾃ����
1,909,513 

3,919,251 

印刷製本費(事業) ���"ﾃ#sb�

消耗品費(事業) �3CRﾃsヲ�

燃料費(事業) 鉄Bﾃ�#R�

車両費(事業) �32ﾃ����

賃借料(事業) ��#bﾃ��R�

高速道路代(事業) 湯ﾃS#��

旅費交通費(事業) ��s津ss��

雑費(事業) ���ﾃ����

支払手数料(事業) ���RﾃS�R�

地代家賃(事業) 都途ﾃ�sR�

通信費(事業) ���2ﾃc唐�

広告宣伝費(事業) �33�ﾃ����

業務委託費(事業) �#�づ3���

荷造運搬費(事業) ��ﾃ��2ﾃS�B�

保険料(事業) 唐ﾃc���

減価償却費(事業) その他経費計 事業費計 2.管理費 (1)その他経費 印刷製本費 途ﾃsヲ�
8.344,418 

56,845 

業務委託料 田ビﾃ����

広告宣伝費 �3��ﾃ����

接待交際費 迭ﾃC���

旅費交通費 �3���

通信費 鉄�ﾃCC��

水道光熱費 �3�ﾃC#"�

備品.消耗品費 �"ﾃ����

地代家賃 ��唐ﾃ����

租税公課 涛S��

支払手数料 鉄2ﾃ�s��

減価償却費 その他経費計 管理費計 経常費用計 当期経常増減額 Ⅲ経常外収益 経常外収益計 Ⅳ経常外費用 経常外費用計 税引前当期正味財産増減額 当期正味財産増減額 �3C�ﾃ��"�
1,807,538 

-4,979,953 0 0 

-4,979,953 

-4,979,953 

■前期繰越正味財産額 次期繰越正味財産額 剴�"ﾃ#Cbﾃ�#��

7,266,175 



(法第28条第1項関係)

2022年度　貸借対顔表
2023年3月　31日現在

認定肝0法人セカンドハーベスト京都
(単位:円) 

科目 仞�ｧ｢�

Ⅰ資産の部 1.流動資産 (現金.預金) 現金 鉄づ�#"�7,563,629 998,894 唐ﾃSc"ﾃS#2�

普通預金 現金.預金計 (棚卸資産) 貯蔵品 棚卸資産計 (その他流動資産) 前払費用 その他流動資産計 流動資産合計 2.固定資産 くり有形固定資産 什器備品 有形固定資産計 (2)無形固定資産 ソフトウエア 無形固定資産計 (3)投資その他の資産 差入保証金 投資その他の資産計 固定資産合計 資産合計 Ⅱ負債の部 1.流動負債 未払費用 途ﾃ3��ﾃS�r�
7,369,429 113,000 

113,000 81,200 

81,200 401,227 

401,227 531,667 

531,667 66,000 

66,000 

1,188,421 

1,296,348 

1,296,348 

預り金 流動負債合計 負債合計 ���rﾃ�#r�

Ⅲ正味財産の部 前期繰越正味財産 �12,246,128 途ﾃ#cbﾃ�sZ"�

当期正味財産増減額 正味財産合計 負債及び正味財産合計 凵｢4,979,953 

･8,562,523 



(法第28粂第1項｢前事業年度の財産目録J )

2022年度　財産目録
2023年3月　31日現在

認定NPO法人セカンドハーベスト京都
単

1.流動資産
(現金･預金)
現　　金

一般現金

普通預金
京都銀行
ゆうちょ銀行(総合)
ゆうちょ銀行(振替)
預り金ゆうちょ銀行(総合)
GMOあおぞらネット銀行

現金･預金　計
(棚卸資産)
貯蔵品

棚卸資産　計
(その他流動資産)
前払費用

その他流動資産　計
流動資産合計

2.固定資産
(1)有形固定資産

什器備品
有形固定資産計

(2)無形固定資産
ソフトウェア

無形固定資産計
(3)投資その他の資産

差入保証金
投資その他の資産計

固定資産合計
資産合計

Ⅱ負債の部
1.流動負債

未払費用
預　り　金

流動負債合計
負債合計
正味財産

58, 922

520, 000

116, 730

6, 534, 683

86, 148

7, 369, 429

7, 563, 629

1, 296, 348

266, 175



財務諸表の注記
認定NPO故人セカンドハーベスト京 2023年3月31日現在

【重要な会計方針】
財務諸表の作成は､ NPO法人会計基準(2010年7月20日策定､ 2017年12月12日最終改定NPO法人会計基準協議会)に
よっています｡

(1).固定資産の減価償却の方法
有形固定資産は､法人税法の規定に基づいて定率法で償却しています｡
無形固定資産は､抵人税絵の規定に基づいて定額法で償却しています｡

(2).施設の提供等の物的サービスを受入れた場合の会計処理
施設の提供等の物的サービスを受入れは､ ｢施設の提供等の物的サービスの受入の内訳｣として注記しています.

(3).ボランティアによる役務の提供
ボランティアによる役務の提供は､ ｢活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳｣として注記して
いますD

(4).消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は､税込経理方式によっています｡

【事業費の内訳】
事業費の区分､明細は別紙に添付します｡

【施設の提供等の物的サービスの受入の内訳】 【税込] (単位:円)
･内容. 仞�ｧ｢��算定方法.- 

食品の提供 ��2ﾃcS"ﾃS#��寄贈食品22,754.2kgX600円′1kgあたり 

車両の提供 �3������軽自動車レンタカーのマンスリー料金に12ケ月を乗じた 

合計 姪�2纉c�經#��

【活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳】

金額合計 延べ133名 574時間　時間

【使途等が制約された寄付等の内訳】
使途等が制約された寄付等の内訳は以下の通りです｡当法人の正味財産は7,266,175円ですが､そのうち520,000円は翌期以降に

使用される財産です｡したがって､使途が制約されていない正味財産は6,746,175円です｡

【税込コ(単位:円)

内容 ��ｯｨ���8ﾘ(����当期増加額 �9hｯｨﾋ淫ﾘｧ｢�期末残高. 儖Xﾖﾂ�

ボランティア慰労費 フードバンク活動 食のセーフティネット&フー ドパントリー 鉄#�ﾃ����#ｳ��bﾃ3コ�2ﾃS#Rﾃ�#r� �"ﾃ��bﾃ3コ�2ﾃS#Rﾃ�#r�520,000 0 0 佰hﾞ�倆�檍ﾗhﾊ8辷�ﾞ�&2�諍w�+X,�*�,�+ﾙZｨ,ﾉ]Hﾜ��k�,ﾙk2�*(�ｸ�8ﾘ(,ﾙx(ｯｨ決ﾗ�,俶yw�uﾉ.や�ﾘ����8ﾙ�7H�ｸ6�6�984��I�仄hｶ8橙�諍w�+X,�*�,�+ﾙZｨ,ﾉ]Hﾜ��k�,ﾙtﾂ�.��ｲ�ﾏhﾞ�兀�8�9|8ｴ�ﾕﾂ�諍w�+X,�*�,�+ﾙZｨ,ﾉ]Hﾜ��k�,ﾙtﾂ�.��ｲ�

合計 澱��S�紊�"�0 迭緜3�紊�"�520.000 ��



前事業年度の年間役員名帝

2022年12月1日から2023年3月31日まで

認定NPO法人セカンドハーベスト京都

住所又は居所

浮田政明

松本浩之

井本博之

田中容子

神崎　哲

秋岡安

牧野　誠司

就任期間
報酬を受け

た期間

2022年12月1日から

2023年3月31日まで

2022年12月1日から

2023年3月31日まで

2022年12月1日から

2023年3月31日まで

2022年12月1日から

2023年3月31日まで

2022年12月1日から

2023年3月31日まで

2022年12月1日から

2023年3月31日まで

2023年1月29日から

2023年3月31日まで

報酬無し

報酬無し

報酬無し

報酬無し

報酬無し

報酬無し

報酬無し

(備考)

1 ｢氏名｣ , ｢住所又は居所｣ , ｢就任期間｣及びr報酬を受けた期間｣は,全ての役員につい

て記載する｡

2　｢氏名｣ , ｢住所又は居所｣′の欄には,京都市特定非営利活動促進法施行条例第3条第2項に

掲げる書面(住民票等)によって証された氏名,住所又は居所を記載する0

3　｢報酬を受けた期間｣の欄には,報酬を受けたことがある役員はその期間を,報酬を受けなか

った役員については｢報酬無し｣と,それぞれ記載する｡



前事業年度の社員のうち1 0人以上の者の名簿

2023年3月31日現在

評定NPO法人セカンドハーベスト京都

(備考)

1　前事業年度の末日現在における社員のうち1 0人以上の者の氏名及び住所又は居所を記載す

る｡

2　1 0人以上であれば社員全員を記載する必要はない｡


